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ロールベール利用に適する
スーダングラスの品種と栽培について

１．はじめに

平成２１年７～９月の配合飼料平均価格は１トンあ

たり５５，１００円で、最も高値であった平成２０年１０～１２

月の平均価格６７，６６０円に比べ、安くはなったものの

まだ、価格は高いのが現状です。乾牧草の価格につ

いても価格が下がってきているものの、円相場や原

油価格などの影響を受け価格が安定していません。

このような背景の中、各地で自給飼料の増産の動

きが高まっており、平成２０年のとうもろこしの作付

面積は９万８００haで、前年産に比べて４，７００ha（５

％）増加しています。その一方で山間部を中心にイ

ノシシや熊などによる獣害が深刻な問題となってお

ります。

九州地域を中心に作付けが多いスーダングラスは

�高温条件下での乾物生産性が高いこと（良質な繊
維源が多く取れる）、�６～８㎏／１０ａの厚播きで細

茎に仕上がるため、ロールベールサイレージ利用が

可能で、冬作のイタリアンライグラスとの組み合わ

せで一年を通して同じ収穫機械で作業できること、

�出穂期までに収穫するため、獣による被害が少な
いことなどのメリットがあります。特に圃場が不足

する府県では、自給飼料の生産基盤の拡大には転作

田や耕作放棄地などの有効利用が必須で、スーダン

グラスはトウモロコシ以上にこれらの場所に適して

います。

２．「ヘイスーダン」の特性と利用法

「多回刈りでガサ（繊維分）がほしい方にお奨め」

ヘイスーダンは流通品種の中では、最も細茎で乾

きが早いことや抜群の再生力（写真１）が特徴の品

種です。また、発芽・初期生育が早く、６～８㎏の

バラ播き栽培をすると、雑草に負けないので除草剤

を使用しないで栽培することが可能です。

�ヘイスーダンは茎が細い

ヘイスーダンの茎の太さは５～７�程度で、他品
種に比べ一回り茎が細いです（写真２）。茎の中は

乾性（スポンジ状）で乾きの早さは、他品種と比べ

２．５～３日も早く、ロールサイレージの適水分（５０

～６０％）となります（図１）。

�多回刈りで乾物収量が多収
図２に九州各県の試験場の平成１５年～１８年の収量

成績を纏めましたが、ヘイスーダンは特に再生収量

が高く、合計での乾物収量は他社品種と比較して、

１５％程度高く、１０ａ当りの乾物収量は１．７トン程度

と多収でありました。

写真１ ヘイスーダンの再生力（左：他品種、右：ヘイスーダン）

写真２ ヘイスーダンの茎の太さ（左：ヘイスーダン、右：他品種）
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栽培上の注意点

図３にヘイスーダン１番草の生育ステージによる

消化率の推移を示しました。出穂期以降は消化率が

低下し、茎が硬くなり牛の嗜好性の低下やラップサ

イレージの場合はピンホールの原因となりますの

で、出穂前期（刈取り時の草高１．８ｍ）までの刈取

りをお勧めします。ただし、堆肥の投入が多い畑は

硝酸態窒素の蓄積の問題があるので、若刈りはしな

い方が良いでしょう。

３．「うまかろーる」の特性と利用法

「嗜好性が良い良質ロールサイレージを求める方に

お奨め」

スーダングラスのうまかろーるは、極晩生で生育

期間中に出穂しないため、収穫が遅れても急激に茎

が硬くなることがなく、葉部割合も多いことから牛

の嗜好性・消化性が高いのが特長の品種です（写真

３）。

刈取適期幅が広く、嗜好性良い

表１にうまかろーるの収量性と消化性と栄養価に

ついて示しました。うまかろーるは適期刈りや刈り

遅れでも、消化性や栄養価が高く、栄養収量は比較

対照品種のパイパーに比べ２～３割程度多収です。

ロール利用する場合１０ａ当り８㎏播種すれば、茎

表１ うまかろーるの収量性と消化性と栄養価 （Ｈ２１雪印種苗� 宮崎研究農場）

品種名
刈取

ステージ

乾物収量 消化率（％） TDN(%) TDN収量

１番草 ２番草 合計 １番草 ２番草 １番草 ２番草 １番草 ２番草 合計 対比

他品種Ａ 出穂前 刈取適期 ９６７ ６３２ １５９９ ５３．６ ４９．０ ５３．１ ５０．３ ５１４ ３１８ ８３２ １０５

うまかろーる 出穂前 刈取適期 ８３７ ７７８ １６１５ ５８．６ ５５．４ ５８．７ ５５．８ ４９２ ４３４ ９２６ １１７

パイパー 出穂前 刈取適期 ９１１ ５８３ １４９４ ５５．４ ５４．１ ５２．９ ５３．２ ４８２ ３１０ ７９２ １００

他品種Ａ 出穂期 刈り遅れ １１６６ ７９５ １９６１ ４３．６ ４６．４ ４３．５ ４９．８ ５０８ ３９６ ９０３ １２５

うまかろーる 出穂前 刈り遅れ １１１３ ７３０ １８４３ ４９．５ ５３．７ ４８．２ ５４．２ ５３６ ３９６ ９３２ １２９

パイパー 出穂期 刈り遅れ ９６５ ５７５ １５４０ ４４．６ ４５．５ ４４．９ ５０．２ ４３４ ２８８ ７２２ １００

注）５月２２日播種。刈取り後、茎をつぶさず、天日乾燥（無風状態）
（１９９３ 雪印種苗� 千葉研究農場）

（平成９年九州沖縄農業研究センター）

図３ ヘイスーダンの生育ステージによる消化率の変化
図１ ヘイスーダンの乾燥速度

（Ｈ１５～１８ 九州各試験場の成績平均）

図２ ヘイスーダン収量性（ヘイスーダンを１００％とした時の比）
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が細く仕上がり（写真４）、ロールベールの巻込み

密度が高くなり、良質のサイレージ調製が期待でき

ます。実際の現場において刈取適期（草丈１．５ｍ程

度）で収穫したロールベールサイレージは高消化性

繊維画分（Oa）が高く、TDN含量も高く、牛の嗜

好性も抜群でした（表２）。

その他に、紫斑点病やすす紋病などの葉病害の抵

抗性に優れることや、倒伏に強く、台風で倒れても

根元から立ち上がる力が強いなどの優れた特長を

持っています。

栽培上の注意点

２番草まで利用する場合は関東では６月上旬ま

で、九州では６月中旬までに播種して下さい。収穫

時期のうまかろーるの水分は８０～８５％程度と高いの

でロールベール・ラップサイレージ利用する場合は

水分が５０～６０％になるよう予乾が必要です（２～３

日予乾）。予乾の際、トラクターで何回も踏みつける

と株をいため、再生が悪くなるのでトラクターによ

る反転作業は少なめにして下さい（１日１回程度）。

４．「BMRスィート」の特性と利用

BMRスィートはリグニン成分（牛が消化し難い繊

維）を少なくするbmr遺伝子を入れた品種（写真５）

で、一般の品種に比べリグニン成分が少ないため、

消化率が比較対照品種のパイパーに比べ、５％程度

高く、乾物収量も多いので消化できる収量（可消化

収量）もかなり多収です（表３、図４）。消化率が

高いと牛の食込みが良くなり、乾物摂取量が増加し

ます。肉牛用としても適していますが、栄養価と嗜

好性を求める酪農家に最適な品種です。

表２ うまかろーるロールベールサイレージ飼料成分（乾物％）

品種名 粗蛋白 粗脂肪 粗繊維 粗灰分 NFE ADF OCC OCW Oa Ob TDN

うまかろーる １１．２ ２．３ ３５．１ １６．０ ３５．４ ４３．２ ３２．９ ６７．１ １５．４ ５１．７ ５７．０

他品種A １０．７ １．８ ４０．９ １２．６ ３４．０ ４５．９ ３５．４ ６４．６ ９．４ ５５．２ ５４．４

２００８年宮崎県都城市和牛繁殖農家

表３ BMRスィート飼料成分（乾物％）

品種名
刈取

ステージ
ADF NDF 消化率 リグニン OCW Oa Ob OCC

パイパー 出穂前 ４１．５ ６８．８ ５５．４ ５．７ ５５．４ ７．７ ４７．７ ３６．３

BMRスィート 出穂前 ４０．５ ７０．０ ５８．８ ５．０ ４９．０ ９．４ ３９．７ ４３．３

パイパー 出穂期 ４６．４ ７１．１ ４４．６ ７．８ ７１．１ ６．９ ６４．３ ２２．２

BMRスィート 出穂期 ４４．１ ６９．７ ５０．５ ６．６ ６７．４ ８．８ ５８．６ ２４．８

写真３ うまかろーる草姿

写真４ うまかろーるの茎の太さ
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栽培上の注意点

密度が少ないと茎が太くなるので播種量は通常の

栽培より厚播きの１０ａ当り８㎏とします。生育が進

み収量が多くなり過ぎるとロールベール調製作業が

困難になるので、収穫は草丈で１５０㎝以上～出穂前

に行なうのが良いでしょう。スーダングラスよりも

やや太茎で刈取り時の水分含量も高いので、茎をつ

ぶして乾燥を早くする効果の高いモアーコンディ

ショナーでの刈取りをお勧めします。また、天候不

良により高水分でロールベールサイレージ調製をせ

ざるえない場合は酵素入乳酸菌製剤（スノーラクト

アクレモコンクスプレー）を使用して下さい。

図５に各地域別の代表的な作付体系例を示しまし

たので、品種選定の参考にして下さい。

５．ロールの品質の向上のために

ロールベールサイレージの品質の向上は、採食量

を上げるために大切です。スーダングラスのロール

サイレージで失敗するケースには、収量（がさ）を

多く取るために刈り遅れ状態で収穫し、茎が硬く

なってしまって嗜好性や栄養価を低くしたり、ラッ

プフィルムに穴が空いてカビを発生させたりするこ

とがあります。また反当りの収量が多いため、乾き

づらく、高水分でロールサイレージ調製するケース

や地際で収穫し、土砂が混入するケースなども上げ

られます。

ロールの品質の向上には�刈取りは消化性の高い
草高１．８ｍ前後の出穂前に行なうこと、�ロールサ
イレージの適水分の５０～６０％まで水分を下げるこ

と、�土砂の混入を避けるために、刈取りの高さは
１０㎝程度とし、トラクターによる反

転作業は少なめにすることが重要で

す。また、堆肥を多投した畑は硝酸

態窒素の蓄積に注意が必要です。そ

のような畑では粗飼料分析で給与前

に硝酸態窒素の含量を把握しておき

ましょう。

地域 １～３月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

東北

南部

関東

西南

暖地

○：播種期 、 ×：収穫期

図５ スーダングラスの作付体系例

写真５ BMRスィートの草姿

×
ヘイスーダン、BMRスィート

×
ライムギ：春一番、春香

× ×
ヘイスーダン、うまかろーる

×
イタリアン：優春、タチワセ、タチマサリ

× ×
ヘイスーダン、うまかろーる

× ×
イタリアン：タチムシャ、ドライアン

× × ×
ヘイスーダン

×
イタリアン：優春、タチワセ、タチマサリ

図４ BMRスィートの可消化収量（㎏／１０a）
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